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道路交通法


　　警備員は、業務を適正に実施する上で必要な道路交通法をはじめとする

　　交通関係法令を理解し正しい誘導をする必要があります。

目的(第1条)


1. 道路における危険と思う事柄を予防して、その他の安全を守ること


2. 交通の円滑を取れるように誘導すること


3. 道路の交通に起こるであろう事柄を防止に努めること
定義(第２条：駐車、停車、徐行)
1. “駐車”とは、車両等が継続的に停止すること
運転手がその車両を離れていて、すぐに運転を始められない状態
2. “停車”とは、駐車以外の停止の事を言う。
　例）人の乗り降りの時などの事。タクシーは例外です(駐車)
3. “徐行”とは、ブレーキ操作をしてから1ｍ以内で停止することができる速度の事。

　　歩行者の通行方法
1． 通行区分
(1) 歩行者は、歩道と車道との区別がない道路では、右側通行するこ　とが定められています。

(2) 上記の場合で、歩行者が右側を通行することが危ない場合は
左側通行をしてもよい。
(例)道路の右側が破損している、工事をしている時等

歩行者の通行方法
1． 通行区分
(3) 歩行者は、歩道と車道の区別のある道路では、歩道を通行　　　　しなければなりません。ただし左右のどちらを通行しても良い。

(4) 歩行者は、道路工事等によって歩道が通行できない場合、例外として一時的に歩道の外側を通行できます。

　行列などの通行(第11条)
(1) 歩道と車道が分かれている道路では、｢行列や歩行者の通行の邪魔になりそうな人｣で、政令で決められている特別な人たちは、
車道の右端を通らないといけません。
　(具体的に誰の事？)
　　・手押し車や荷車を使っている人
　　・大きな荷物を押して歩いている人等
(2) 上の(ア)に当てはまらないその他の行列も、歩道と車道が分かれている道路では、車道を通っても良い。
その時は、車道の右側に寄って通らないといけません。

　行列などの通行(第11条)
(3) 警察官は、危険を防いだり交通の安全を保つために
必要があると判断した場合には
(ア)に当てはまる行列の指揮者に
｢この区間は左側に寄って通りなさい｣と
命令することができます。

つまりどういう事？
｢行列は基本的に車道の右側を通る決まりだけど、警察が安全のために指示したら左側を通ることもある。｣

  横断の方法(第12条)
(1) 歩行者が道路を渡ろうとするとき、近くに横断歩道があるなら
必ず横断歩道を使って渡らなければならないという決まりがあります。
→勝手な場所で渡ると危険なので、車が停まってくれる横断歩道を使うように法律決められています。(ここは口頭で説明する所)
(2) ｢横断歩道の近く｣とは、だいたい横断歩道から20~50mくらいの範囲をいいます。
→つまり横断歩道から少し離れた所にあっても、その距離が20~50mくらいであれば、｢近くにある｣とみなされ、必ずその横断歩道で横断しなければならないということです。

横断の方法(第12条)
(ウ)道路をななめに渡ること(斜め横断)は禁止されています。
ななめに渡ると、車から見えにくかったり、横断する距離が長くなったりして危険だからです。

ただし、交差点の信号が｢全方向歩行者用｣になっていて、歩行者が自由に好きな方向へ渡れるようにした
｢スクランブル交差点(スクランブル・システム)｣では例外として斜め横断が認められています。

横断の禁止の場所(第13条その1)
(1) 歩行者は、車やバイクのすぐ前やすぐ後ろを横切って道路を
渡ってはいけません。
ただし、横断歩道を使うときや、信号の指示に従って渡る場合は、
車のすぐ前やすぐ後ろを通って渡っても構いません。
(2) ｢車のすぐ前やすぐ後ろ｣とは、走行している車だけではなく、
停まっている車のすぐ前やすぐ後ろも含まれます。
(3) 標識や道路の表示で｢横断禁止｣とされている場所では、
たとえ車がいなくても渡ってはいけません。

説明(ここは自分用カンペ)
車のすぐ前やすぐ後ろは、運転している人から歩行者が見えにくく、
事故になりやすい場所です。
そのため、歩行者は基本的に車の直前、直後を横切らないように
決められています。
ただし、横断歩道や信号がある場所は｢渡ることを前提に安全が
確保されている｣ため、この場合は例外として認められています。
また、標識や道路標示で横断が禁止されている場所は、
危険度が特に高いので絶対に渡ってはいけません。

解説(自分用カンペ)
このルールは、歩行者を守るためのものです。
車の運転手からすると、車のすぐ前後から急に人が出てくると、
ブレーキを踏んでも間に合わないことがあります。
停まっている車の陰から飛び出すのも同じくらい危険です。
だから｢車の直前、直後は基本的に渡らない｣
｢横断歩道や信号を守る｣
｢標識の指示を守る｣
という3つが大事なポイントです。

　　まとめ(自分用カンペ)
歩行者は安全が確認できる横断歩道や信号のある場所で渡るのが原則です。
　　車の直前、直後や禁止場所での横断は危険なので禁止されています。

　歩行者用道路等の特例(第13条その２)
(1) 歩行者だけが通れる道や、もともと車が入れない道を歩いている
人には、先ほど説明した｢車の直前、直後を横断してはいけない｣
等のルールは当てはまりません。
(2) ｢歩行者用道路｣とは、標識などで車が通れないと示されている道の事です。
(例)歩行者天国、登下校の時間帯だけ車が通れない通学道等
(3) ｢車が入れない構造の道｣とは、地下道や歩道橋のように、そもそも車が物理的に入ってこれない道の事です。

　　説明(自分用カンペ)
　　普通の道路では｢車の直前、直後を横断してはいけない｣等のルールが
ありました。
でも、車が入れない道ではそもそも車との事故の危険がないため、そのルールをまもる必要がありません。
｢歩行者用道路｣と標識で示されている場所や、地下道、歩道橋などがそれにあたります。

　　解説(自分用カンペ)
　　ここで大切なことは、歩行者がどんな道を歩いているかでルールが
変わるという事です。
車が入る可能性のある道路では、車との事故を防ぐために横断のルールが適応されます。
車が入れない道路(歩行者天国、通学路の車両禁止時間、地下道、歩道橋など)では、車を気にする必要がないため、そうしたルールは不要になります。
　　つまり、歩行者が｢安全に歩ける環境｣にあるかどうかで法律の適応が変わるという仕組みになっています。

　　まとめ(自分用カンペ)
　　歩行者用道路や車が入れない道(歩道橋や地下道等)では、車に注意する
ルールは適応されない。
これは、｢車がそもそも入ってこれない場所では事故の心配がないから｣です。

　目が見えない者、幼児、高齢者の保護
(第14条)
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